
　

町
債
は
、
里
ま
ち
文
化
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
道
の
駅
）
整
備
事
業
で

４
億
９
４
９
０
万
円
を
借
入
す
る

な
ど
総
額
７
億
１
８
８
０
万
円

（
前
年
度
比
19
・
３
％
増
）
に
な

り
ま
す
が
、
後
年
度
に
交
付
税
措

置
が
あ
る
有
利
な
起
債
を
活
用
す

る
よ
う
十
分
配
慮
し
、
将
来
的
な

財
政
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

繰
入
金
は
、
必
要
な
歳
出
の
不

足
財
源
を
補
う
た
め
、
財
政
調
整

基
金
及
び
各
復
興
基
金
等
か
ら

４
億
２
２
７
６
万
円
（
前
年
度
比

29
・
６
％
増
）
を
繰
り
入
れ
て
収

支
の
均
衡
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

結
果
、
歳
入
総
額
の
う
ち
、
町

税
、
繰
入
金
等
の
自
主
財
源
は

15
億
４
８
５
６
万
円
（
比
率
13
・

８
％
）、
地
方
交
付
税
、
国
・
県

支
出
金
、
町
債
等
の
依
存
財
源
は

96
億
８
１
４
４
万
円
（
比
率
86
・

２
％
）
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
国
見
町
各
会
計
予
算
は
、
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
議

決
さ
れ
、
４
月
よ
り
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。「
第
５
次
国
見
町
振
興
計

画
」
及
び
「
復
興
計
画
」
を
引
き
続
き
着
実
に
実
践
す
る
と
と
も
に
、

『
復
興
・
絆
』『
元
気
・
活
力
』
創
生
予
算
と
し
て
、
国
見
の
未
来
を
つ

く
る
５
つ
の
目
標「
①
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早
急
な
復
旧
・
復
興
」「
②

安
全
安
心
な
町
政
の
実
現
」「
③
活
力
あ
る
町
政
の
実
現
」「
④
思
い
や

り
の
あ
る
町
政
の
実
現
」「
⑤
国
見
町
の
継
続
的
な
維
持
発
展
」
を
よ

り
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

歳
入
で
は
、
自
主
財
源
の

基
本
と
な
る
町
税

の
う
ち
、
町
民
税
は
個
人
所
得

及
び
企
業
収
益
の
増
を
見
込
み

３
１
０
０
万
円
の
増
、
固
定
資
産

税
は
家
屋
と
償
却
資
産
で
増
を
見

込
み
９
０
０
万
円
の
増
、
軽
自
動

車
税
は
登
録
台
数
の
減
少
を
反
映

さ
せ
１
０
０
万
円
の
減
、
た
ば

こ
税
は
前
年
度
実
績
を
踏
ま
え

４
０
０
万
円
の
増
を
そ
れ
ぞ
れ
計

上
し
、
総
額
８
億
７
８
１
０
万
円

（
前
年
度
比
５
・
１
％
増
）
に
な
り

ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
里
ま
ち
文
化

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
道
の
駅
）
整
備

事
業
と
し
て
７
億
３
５
２
２
万
円

を
計
上
し
、
総
額
10
億
１
５
５

６
万
円
（
前
年
度
比
１
９
０
・
５

％
増
）
に
な
り
ま
す
。

　

県
支
出
金
は
、
除
染
対
策
事
業

に
要
す
る
経
費
が
26
年
度
よ
り

24
億
８
５
２
３
万
円
減
少
し
、
総

額
57
億
６
３
０
５
万
円
（
前
年
度

比
29
・
６
％
減
）
に
な
り
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
新
庁
舎
完
成

に
伴
い
震
災
復
興
特
別
交
付
税
が

２
億
８
０
２
１
万
円
減
少
し
ま
す

が
、
普
通
交
付
税
は
前
年
同
額
の

19
億
５
千
万
円
を
計
上
し
、
総
額

20
億
２
７
３
６
万
円
（
前
年
度
比

12
・
１
％
減
）
に
な
り
ま
す
。

平成 27 年度一般会計当初　予算額は 112 億 3 千万円
　＊通常分 41.6 億円　  ＊復旧復興分 70.7 億円

　２年続けての超大型予算　除染対策事業に約 51 億円、里　まち文化ステーション（道の駅）整備事業に約 13.8 億円

県支出金
57 億 6,304 万円
51.3％

国庫支出金
10 億 1,556 万円
9.0％

地方交付税
20 億 2,736 万円
18.1％

町税
8 億 7,810 万円
7.8％

町債
7 億
1,880 万円
　　6.4％

繰入金 4 億 2,276 万円 3.8％

地方譲与税 4,900 万円
　　0.4％

地方消費税交
付金 9,000 万円
0.8％

各交付金
1,768 万円 0.2％

分担金及び負担金 1,051 万円 0.1％
使用料及び手数料 1 億 786 万円 1.0％

繰越金 4,000 万円 0.4％
諸収入ほか
8,932 万円 0.8％

里まち文化ステーション完成予想図

歳
出
で
は
、
除
染
対
策
事

業
、
里
ま
ち
文
化
ス

テ
ー
シ
ョ
ン(

道
の
駅)

整
備
事

業
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
災
害
復
旧
事
業
、
放
射
線
対
策

健
康
管
理
事
業
、
農
産
物
Ｐ
Ｒ
事

業
な
ど
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
早

急
な
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
予
算

を
優
先
的
に
確
保
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
心
の
元
気
を
取
り
戻
す
べ

く
各
種
の
「
復
興
・
絆
」「
元
気
・

活
力
事
業
」
に
つ
い
て
も
国
見
町

合
併
60
周
年
記
念
事
業
と
し
て
の

冠
を
つ
け
て
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
地
方
創
生
に
つ
い
て

は
、
26
年
度
か
ら
事
業
費
を
繰
越

し
て
、
総
合
戦
略
と
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
里
ま

ち
文
化
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
道
の
駅
）

に
つ
な
げ
る
種
々
の
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

目
的
別
の
内
訳
は
、
円
グ
ラ
フ

の
と
お
り
で
、
消
防
費
が
一
番
多

く
、
３
年
目
と
な
る
住
宅
等
の
除

染
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
土

木
費
は
、
里
ま
ち
文
化
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
道
の
駅
）
整
備
事
業
、

民
生
費
は
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

児
童
等
に
対
す
る
時
代
に
対
応
し

た
社
会
保
障
事
業
、
農
林
水
産
業

費
は
、
果
樹
改
植
、
放
射
性
物
質

吸
収
抑
制
対
策
、
６
次
化
事
業
、

教
育
費
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
災
害
復
旧
事
業
、
太
陽
光
発
電

設
置
（
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
、

県
北
中
学
校
）
事
業
な
ど
を
そ
れ

ぞ
れ
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

性
質
別
の
内
訳
は
、
義
務
的
経

費
と
な
る
人
件
費
が
復
旧
復
興
事

業
に
伴
う
人
員
増
で
６
・
３
％
増

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
債
費

に
つ
い
て
も
２
・
２
％
増
加
し
て

い
ま
す
。
一
般
的
経
費
と
な
る
物

件
費
は
、
除
染
対
策
事
業
の
減
に

よ
り
26
・
９
％
減
少
し
て
い
ま

す
。
投
資
的
経
費
と
な
る
普
通
建

設
事
業
は
、
新
庁
舎
建
設
事
業
が

終
了
し
た
も
の
の
、
里
ま
ち
文
化

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
道
の
駅
）
整
備

事
業
、
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
災

害
復
旧
事
業
な
ど
の
大
規
模
な
公

共
事
業
の
影
響
で
９
・
４
％
増
加

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
性
質
別

内
訳
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
福
祉
分
野
で
は
、
一
般

会
計
や
各
特
別
会
計
に
お
い
て
、

産
後
一
か
月
健
診
助
成
事
業
、
健

康
づ
く
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事

業
、
介
護
予
防
フ
ェ
ス
タ
事
業
、

家
族
介
護
支
援
事
業
な
ど
の
新
規

事
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

消防費
53 億 4,717 万円
47.6％ 土木費

16 億 3,014 万円
14.5％

民生費
10 億 7,419 万円
9.6％

衛生費
7 億 3,376 万円 6.5％

総務費
6 億
8,116 万円
6.1％

教育費
6 億 8,198 万円 6.1％

災害復興費
7,500 万円 0.6％

公債費
4 億 2,551 万円 3.8％

議会費
8,771 万円 0.8％

予備費
500 万円 0.1％

労働費 6,229 万円 0.5％

農林水産業費
3 億 3,980 万円 3.0％

商工費
8,629 万円 0.8％
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